


















 

心身障害児の親子関係の問題を研究して行くにあたり,親子関係も対人関係の 1 つのあら

われであり,心身障害児の対人関係をより客観的にみて行く必要がある。また,かかる対人

関係のあり方は新生児期にすでにその萌芽がみられるが,この状態を客観的に把握するた

めには新生児行動をどのように捉えて行くかということから出発して行く必要がある。 

 そこで,客観的な行動計測の観点から小児期の対人関係の発達および心身障害児の対人

関係の特徴を明らかにし,さらにコット内での新生児の行動をできるだけ客観的に把握す

るため,time lapse VTR を用いて解析した。 


